
 

令和５年度 第２回 学校運営協議会 

 

日時：令和５年１１月２７日（月）15:45～16:45 

場所：別館ふれあい教室 

出席者：大束委員、田中委員、石田委員 

事務局：服部校長、橋爪教頭、中川事務長、岩田主席、小林首席、 

松田先生（教務部長）、和田先生（生徒指導部長）、上野先生（生徒会主担） 

田中先生（進路指導部長）、島原先生（1年学年主任）、奥田先生（2年学年主任） 

北郷先生（3年学年主任） 

欠席者：松宮委員、福留委員、加木委員、西基先生（保健部長） 

 

 

内容 

１１１１    校長挨拶校長挨拶校長挨拶校長挨拶    

２２２２    資料資料資料資料についてについてについてについて説明説明説明説明・・・・補足補足補足補足    

３３３３    協議（敬称略）協議（敬称略）協議（敬称略）協議（敬称略）    

    

①広報について 

（事務局）学校パンフレット「さつきマガジン」のリニューアル 

⇒（委員 A）パンフレットが良くなった。できればコース別に進学実績をあげたほうがより 
保護者も生徒もコース選択の際にわかりやすい。 

⇒（委員 B）進学や就職について自分が投影できるような材料であり漠然とした内容から 
より自分を重ねて、ここに来たらこんな風になれるんだなということがわかる 
ような仕組みになっている。 

⇒（委員 C）卒業生のページの刷新で最近の動向がわかるようになった、またこれまでより
分かりやすい地図を載せた点がよい。 

 
（事務局）学校紹介用の３D 学校案内（北かわち皐が丘高校 360°パノラマツアー）が完成 
 
②生徒の活躍（進路実現の充実） 
（事務局）クラブ活動として男子テニス部が公立高校近畿大会出場、また写真部が全国高等学校 

総合文化祭鹿児島大会に大阪代表で出展し表彰されました。 
     さらに校外活動であるが、1 年男子生徒で K-1 甲子園 55Kg 級でチャンピオンに輝き 

日本一となりました。 
⇒（委員 B）K-1 の生徒についてですが、幼いころから知っており、成⻑を喜んでいます。 
⇒（委員 C）生徒が先生方とのかかわりでやる気を持てるようになったのが良くわかった。 
 



③ICT の取組みについて 
（事務局）全 HR 教室電子⿊板機能付きプロジェクターと電子⿊板の設置が決まりました。 

⇒（委員 A）先生方の ICT のスキルが上がっているのがわかる。ZOOM 等も以前よりスマ 
ートにできている印象。 

⇒（委員 A）学校運営協議会が、今年から事前資料配布となり、集まられる先生も全員 
ChromeBook で資料を閲覧され、会議時間を 1 時間と、決められた時間で行う 
など、短時間で価値を濃いものにでき、現場でも資料が映像で確認できる。 
効率的に業務が行われているような印象を受けております。 
 

④進路指導部より 
（事務局）来年度のシラバス、コース選択について。 

⇒（委員 B）探究の時間では様々な活動、部活動・SGS・地域貢献活動）がどう教科とつな 
がっているか生徒自身が考え、環境活動の中でも何かできると思うので検討し 
ていただきたい。 

⇒（委員 A）新学習指導要領で求められている「観点別評価」を導入したことで、生徒の学 
びや学習方略等、学習に臨む姿勢に好ましい（教育的な）変化等が認められて 
いるか、また、教員の授業方法や教授方略等において具体的にどのような改善 
等が行われているのか検証を行ってほしい。 
 

⑤生徒指導部より 
（事務局）スケアードストレイトによる安全講習を 12 月に実施します。 

⇒（委員 C）市の広報紙にも載せてはどうでしょうか 
⇒（事務局）既に広報誌１２月号に掲載することになっており、市⺠の方にも 30 

名程ご参加いただける方を募集する予定です。 
⇒（委員 B）就学前の施設への案内をしていただき、連携していくのはどうですか 

⇒（事務局）スタントマンが実際に交通事故を再現するもので、目の前で起こる 
事故を観るものでもあるので就学前の幼児、学童に見てもらうのは 
課題があるかもしれません。 

⇒（委員 B）幼児、学童の保護者や関係者を対象とするほうが良いかもしれませんね。 
⇒（事務局）市民枠の他、保護者、学校関係者をメインに別枠でご案内したいと 

思っています。具体的には、小・中学校各校 5 名までで参加を募集
    する予定です。 

（事務局）スケアードストレイトによる安全講習を機会にヘルメットの着用を促したい 
 

（事務局）進捗状況について。 
⇒（委員 B）生徒指導部からの報告事項で、「内面規律意識の醸成」とありましたが、とて 

も大事なことと思います。身だしなみだけでなく、挨拶やボランティア活動、交通ルー 
ルの遵守などにも繋がってくると思いますので、引き続きご指導いただけることを願っ 



ています。 
また、指導部の先生方だけでなく、全教職員で取り組むことが重要だと思います。 

 

４４４４    校長謝辞校長謝辞校長謝辞校長謝辞    

    

以上以上以上以上    


